
 

 

 

 

 

 

１ 西特別支援学校の児童生徒の様子 

（１）読書センターとして 

   ・静かにお話を聞いたり、表情やしぐさで表現したりして読み聞かせを楽しむことができる。 

・授業を通してお話の世界を楽しんだり、見立て遊びを楽しんだりできる。  

・好きな本を選び、じっくりと読書を楽しむことができる児童生徒がいる。 

・好きな本やジャンルが固定しがちで、新しい本に興味を示さない児童生徒が多い。 

・移動に時間がかかるため日常的に図書館を利用することが困難な児童生徒がおり、多くの本に 

親しむ機会が少ない。 

（２）学習センターとして 

   ・自分の興味があることを、図鑑で調べることができる。 

   ・調べる活動を取り入れる学習の機会が少ない。 

（３）情報センターとして 

   ・中学部では、生徒の実態に合わせた資料の中から、必要な情報を探すことができる。 

   ・情報を見つけ出す力に個人差が大きい。 

 

以上のことから、本を使った学習の基礎となる読書に児童生徒がさらに深く親しむことができるよ

う、読書センターとしての機能の充実を課題とした。 

 

 

２ 今年度の取組 

（１）読書センターとしての機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 学校図書館活用推進校実践報告 

多くの本に触れ、楽しんで本を読む子どもを育てる 

    ～広げよう本の楽しさ 深めよう本の世界～ 
新潟市立西特別支援学校 

読書センター 

・学校図書館年間活用計画 

の作成・実践 

・授業実践記録の蓄積 

・授業で活用する資料に 

ついてのレファレンス 

学習 

・読み聞かせ 

・おすすめの本の紹介 

・おはなし給食 

・マルチメディア DAISY図書

の整備・活用 

・ドロップトークを使った

読み聞かせ 

・地域ボランティアの読み聞かせ 

・他校特別支援学級との交流 

・公共図書館の利用 

・家庭への本の貸出 

・読書記録の蓄積と活用 

 

つなぐ 

本 
ICT 

地域 家庭 



（２）取組の重点 

    今年度は、読書センターとしての様々な機能のうち、「児童生徒と本をつなぐ」「児童生徒と学

習をつなぐ」機能の充実を目指し、下記の２点を重点として取り組んだ。 

 

 

 

 

 

３ 具体的な取組 

（１）広げよう本の楽しさ 

  ① 担任や司書の読み聞かせ 

  学級担任が学習活動の中で機会をとらえ読み聞かせを行い、本を身近に感じることができる

ようにしている。児童生徒の興味関心について一番理解している担任の読み聞かせは、児童生

徒にとって大好きな活動であり、本の楽しさを十分に感じて、集中して聴く姿が見られた。 

また、司書による読み聞かせも定期的に行った。多 

くの学年に「図書の時間」の過ごし方として、図書館で 

「司書の読み聞かせを聞く、本を借りる、読書をする」 

活動が定着している。通常の本の形態では内容を理解す 

ることが難しい児童生徒もいるため、動きや音を取り入 

れた動く絵本を作成し、全員で本を楽しめるようにした。 

 

② ボランティアによる読み聞かせ 

地域教育コーディネーターと連携し、小学部児童を対象に学 

級ごとに毎週１回、ボランティアによる読み聞かせを行った。 

経験豊富なボランティアの読み聞かせは、様々なジャンルから 

選書されており、児童が普段手に取らない本を知るよい機会と 

なった。司書とボランティアとの情報交換を行い、学校にない 

本は購入し、児童がいつでも楽しめようにしている。 

 

③ 西川図書館司書によるおはなし会 

    読書週間に西川図書館の司書によるおはなし会を行った。 

   手遊び・パネルシアター・大型絵本など様々な形態でおはな 

しの世界を楽しむことができた。様々な方法での読み聞かせ 

は、児童生徒にとって新鮮で、身を乗りだして聴く様子が見 

られた。 

 

④ 級外職員による読み聞かせ 

    読書週間に、校長・教頭による 

読み聞かせを行った。多くの教師 

からの読み聞かせに触れることが 

でき、児童生徒は集中して聴いて 

いた。 

 

１ 広げよう本の楽しさ・・多くの本に触れる 

２ 深めよう本の世界・・・様々な視点から本を楽しむ 



⑤ 児童生徒のおすすめの本の紹介 

    児童生徒のおすすめの本を紹介したカードを玄関ホールに掲示した。自分の好きな本を友達 

に知らせようとすることは、本への関心が増すだけでなく、発信する体験を増やす上でも有効 

だった。玄関で友達の書いた紹介カードを見ている児童生徒が多く、図書館で展示されたおす 

すめの本もよく借りられていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 教師のおすすめの本の紹介 

教師がおすすめの本を紹介する動画を、玄関に設置した大型テレビで下校時に放映した。バ 

スを待つ時間に多くの児童生徒が視聴し、様々な本を知るよい機会になった。自分の担任や他

学年の教師がテレビに映るので、 

興味をもって見ている様子だっ 

た。図書コーナーに、おすすめ 

の本を手にする教師の写真と合 

わせておすすめの本を展示した 

ことで本を手に取る児童生徒も 

多かった。 

 

⑦ 図書コーナーの新設 

    児童生徒全員が毎日通る１階玄 

関ホール脇に図書コーナーを新設 

し、いつでも本を手に取れる環境 

を整えた。教室への貸出も可能と 

し、本に触れる機会を増やした。 

 

（２）深めよう本の世界 

① 本を使った授業実践 

   ア 「学校図書館年間活用計画」を作成し、本や図書館を利用する授業を年間の学習活動の中に 

位置づけた。 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校図書館年間活用計画　　　小学部１学年　　　　（赤：単元・題材名　　青：活動内容）　　　新潟市立西特別支援学校

２月

【遊び】
ダンボールランド
で遊ぼう

〈身〉リトミック

　　　リズムダンス「おにのパンツ」「チェッチェッコリ」
〈歌〉「まめまき」「いないいないばあ」「ぞうさん」

〈器〉「おおきなたいこ」
〈音〉「手をたたこう」

〈鑑〉「ありがとうの花」「こんこんくしゃん」

【生単】
お出掛けしよ
う
〈図書館の利

用指導（利用
の仕方・マ

ナー）・読み聞
かせ〉

【遊び】
きらきらランドで
遊ぼう

【生単】
もうすぐ２年生

３月１月

〈身〉リトミック

　　　リズムダンス「ラーメン体操」
〈歌〉「とんぼのメガネ」

〈器〉「おもちゃのチャチャチャ」
〈音〉〈鑑〉「虫の声」

〈身〉リトミック

　　　リズムダンス「なべなべそこぬけ」

　　　　　　　　　　　「おいものたいそう」

〈歌〉「しあわせなら手をたたこう」「ジングルベル」

　　　「あわてんぼうのサンタクロース」

〈器〉「太鼓をドン」

〈音〉「みんなでみっつ」

〈鑑〉「風になりたい」「夢をかなえてドラえもん」

６月

【遊び】
お祭り遊びを楽
しもう

〈身〉リトミック

　　　リズムダンス「ホーキーポーキー」
〈歌〉「校歌」「愛唱歌・夢があれば」

〈器〉「ドレミの歌」
〈鑑〉「手と手をつないで」

４月 ５月

【国語】
本を楽しもう
〈読み聞かせ〉

本を使った様々な活動を通して、
聞く力、表現する力を育てる。

                  図書館に行こう
                  〈利用指導（図書

               　 　館でできること・
　　　　　　　　　 利用の仕方）〉

運動を楽しもう
  ・歩く「さんぽ」

  ・走る「じょいふる」

  ・ダンス「エビカニクス」

朝の運動

〈絵〉
クレヨンで描こう

〈平面・工作〉
福は内 鬼は外

〈立体〉
染め物をしよう

いろいろな運動を楽しもう　～忍者になろう～
  ・ダンス「しゅりけん忍者」

  ・忍者サーキット

   （ミニハードル・ビニールトンネル・平均台）

プール（週１回）

ボール遊びをしよう

　・ダンス「エビカニクス」
　・ボール遊び「投げる・蹴る」

　・大玉転がし

全身を使って運動しよう
  ・ダンス「パプリカ」

  ・サーキット運動

　　（マット・跳び箱・跳び石・トランポリン・平均台）

８・９月 １０月

荷物の片付け・身だしなみを整える・寒暖に応じた衣服の調節・靴の着脱・返事・挨拶・言葉遣い・食事マナー・食器の片付け・おしぼり絞り・手洗い・うがい・歯磨き・排せつ・清掃

給食準備中の読み聞かせ

【遊び】
学校探検をしよう

【遊び】
乗り物遊びをしよ
う

７月

【遊び】
むかし遊びをしよ
う

【生単】
運動会をしよう

【遊び】
秋祭りを楽しも
う

１１月 １２月

※児童の実態に応じて、①健康の保持　②心理的な安定　③人間関係の形成　④環境の把握　⑤身体の動き　⑥コミュニケーション　の内容を行う。
※教育活動全体を通して、個別に指導する。

〈立体〉
こいのぼりを作ろ
う

〈立体〉
カタツムリを作ろ
う

〈立体〉
夏のお魚を作ろ
う

〈平面・工作〉
もうすぐクリスマス ～クリスマスツリー～

〈立体・
  共同作品〉
おかしの家を
つくろう



 イ 本の内容をまねっこ遊び、ごっこ遊びにして体全体で楽しむ、動物の泣き声を選ぶなどして 

児童生徒が読み聞かせに参加する、マ 

ルチメディア DAISY図書を活用するな 

ど、本を使った授業を行った。その後 

は、授業で使用した本に興味を示す児 

童生徒が多く、図書館で借りて読んで 

いる姿も見られた。 

（別紙「授業実践の記録」参照） 

 

  ② おはなし給食 

     特別支援学校では「食べ物」の本に興味を示す児童生徒が多い。そこで、味覚からも本を楽

しめるようにおはなし給食を実施した。事前に収録した読み聞かせを大型テレビで視聴した後、

お話に登場した料理を給食で味わ 

った。視覚や聴覚からだけでなく、 

味覚からも本の楽しさが感じられ 

たようで、展示した本を自分から 

手に取り読む児童生徒が多く見ら 

れた。 

 

 

３ 成果と課題  

（１）成果 

￮ 本への興味関心が高まった児童生徒 

が多く、貸出冊数が増えた。 

  ￮ 教室や図書館で自分から本に手を伸 

ばし、本を読むことができる児童生 

徒が増えた。 

￮ いつも同じ本を借りていた児童生徒 

が、初めて違う本を自ら選ぶ姿が見 

られ、興味の対象が広がった。 

￮ 借りていった本を兄弟に読んであげ 

るなど、家庭でも本に親しむ様子が 

見られた。 

 

（２）課題 

￮ おすすめの本に興味を示し手に取っている児童生徒に、実態に合わせその場で読み聞かせをする

など、より深く本の楽しさを伝える手立てを講ずる。 

￮ 小学部低学年を中心に１階図書コーナーで本を読む姿が多く見られたが、そこで読み聞かせを行

うなど有効な活用の方法を考えていく。 

￮ 全ての学級で本を使った授業が行われているが、マルチメディア DAISY図書を活用した事例は少

なく、全教職員がマルチメディア DAISY図書の特徴や使い方を理解する機会を設ける。 

￮ 読書センターとしての機能をさらに充実させるために「家庭」「地域」「ＩＣＴ」と児童生徒をつ

なぐ取組も行う。 
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